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第２４回全日本ビーチハンドボール選手権大会 

大 会 要 項 

１：主催 公益財団法人 日本ハンドボール協会 

２：共催 神奈川県ハンドボール協会 

３：主管 ビーチハンドボール委員会 

４：後援 神奈川県教育委員会（予定）、三浦市教育委員会（予定）、 

株式会社スポーツイベント 

５：協賛 株式会社モルテン 

６：開催期日 令和４年１０月１５日（土）～１０月１６日（日） 

※晴雨に関わらず実施。 

７：開催場所 神奈川県・三浦市 三浦海岸特設会場 

８：種別 男子の部、女子の部 

９：参加資格 １）出場チーム 

① 令和４年度公益財団法人日本ハンドボール協会ビーチ登録したチーム

であること。 

② 出場枠は、原則として次の通りとする。 

 ・男子：８チーム、女子：８チーム 

  但し、参加チーム数が８チームを越えた場合は、日本協会ビーチ 

委員会にて抽選をおこなう。 

２）個人登録 

① 令和４年度公益財団法人日本ハンドボール協会ビーチ登録した個人で

あること。 

② 各チームの選手・チーム役員の参加資格については、公益財団法人日

本ハンドボール協会の登録規程による。 

１０：参加申込み １）申込み方法 

 ・日本ハンドボール協会の Web 会員登録管理システム（マイハン 

ドボール）より、申込みをすること。 

２）申込期限 

・令和４年８月３１日（水）１５：００迄 

 ※参加費については出場が決定次第、お支払いいただきます。 

３）参加確定後の参加費の納入方法 

【参加料】 

・３０，０００円（１チーム） 

  ※日本ハンドボール協会の Web 会員登録管理システム（マイハン 

ドボール）より、参加費を納入すること。 

４）支払期限 

・令和４年９月１５日（木）１５：００迄 

１１：チーム編成 １）大会エントリー（参加申込み） 

・１チーム：役員４名、選手１２名とする。 
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２）試合エントリー（各試合に出場するメンバー） 

・１チーム：役員２名、選手１０名とする。 

３）本大会に参加するチーム役員及び選手 

・他のチーム役員あるいは選手として重複してはならない。 

４）チーム役員が選手を兼ねる場合 

・チーム役員が選手を兼ねる場合は、選手としても登録をしていなけ 

ればならない。その場合、役員の補充はできない。 

５）ユニフォーム番号 

 ・背番号は、申込時の背番号と同一の番号を使用しなければならな

い。 

６）競技中の交代地域 

 ・競技中の交代地域には大会エントリーした役員及び選手であって、 

  さらに当該試合に試合エントリーしたチーム役員及び選手以外は 

  立ち入ることはできない。 

 ・チーム役員に登録されていない選手は、試合エントリーされていな 

い場合、チーム役員として交代地域に入ることはできない。 

   ・トレーナー資格を有し、トレーナー業務を専任する場合、事前に氏 

名を特定できない者に対し、１名を限度として交代地域外に場所を 

設け業務をおこなうことを許可する。ただし、いかなる場合もコー 

ト内、交代地域に立ち入ることを禁止する。 

１２：競技規則 １）公益財団法人日本ハンドボール協会 ビーチハンドボール競技規則を 

適用する。 

２）ビブスの着用は不可とする。 

１３：競技方法 １）試合形式は、日本協会ビーチ委員会で決定する。 

２）セット終了時に同点の場合は、『ゴールデンゴール』をおこなう。 

３）同セットの場合は，『シュートアウト』（ゴールキーパーに対してプレー

ヤーが一人で行 う）」をおこなう。 

４）試合時間は、１セット（前半）１０分、休憩５分、２セット（後半）１

０分でおこなう。 

５）第１試合のオフィシャルは、第４試合のチームで協力しておこなう。 

６）第２試合以降のオフィシャルは、敗者チームがおこなう。 

１４：ユニフォーム １）競技規則に示されている通りのユニフォームを着用すること。 

２）背番号が見にくいデザイン、色の使用は避けること。 

３）事前に対戦チームと色の異なるユニフォームを調整することが望ましい

が、万一、トスの時にレフェリーが混乱する色と判断した時は、組み合

わせ表の番号の大きいチームがユニフォームの変更をする。 

４）CP・GK それぞれ２着以上を用意すること。 

５）同試合に用いる GK のユニフォームは全て同色でなければならない。 

１５：表彰 １）男女共に、優勝から第３位のチームに日本協会が表彰状を授与する。 

２）男女共に、優勝チームに持ち回りのカップを授与する。 

１６：審判員 審判員は、日本協会が指名したビーチハンドボール公認審判員があたる。 
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１７：使用球 モルテン社製 BH２（G）・BH１（O） 

１８：罰則 １）参加申し込み後の棄権は、日本協会懲罰規則に基づき罰せられる。 

２）参加資格、チーム編成に疑義が生じた場合は、大会裁定委員会もしくは

日本協会懲罰委員会の裁定を受ける。 

３）試合で報告書を伴なう失格を判定された場合、大会裁定委員会もしくは

日本協会懲罰委員会の裁定を受ける。 

４）競技会場の内外を問わず、競技規則で規定されない行為が発生した場

合、大会裁定委員会もしくは日本協会懲罰委員会の裁定を受ける。 

１９：組み合わせ 

   抽選会 

令和４年９月９日（金） 

・日本協会ビーチ委員会責任の下でおこなう。 

・当日、抽選会を Zoom で視聴ができるようにする。 

２０：その他 １）競技中に負った傷害については、応急処置や救急車の手配はするが、 

その後は各チームの責任においておこなうこと。 

２）各種保険は、各チームや個人で加入すること。 

３）報道関係の取材には、極力応じること。 

４）新型コロナウイルス感染症対策については、日本協会ガイドラインを遵

守し対策を講じる。 

５）本大会は、日本アンチ・ドーピング規程に基づくドーピング・コントロ

ール対象大会である。 

６）本大会参加者は、大会にエントリーした時点で日本アンチ・ドーピング

規程にしたがい、ドーピング・コントロール手続きの対象となることに

同意したものとみなす。 

７）未成年者（１８歳未満）については、ドーピング検査を含むドーピン

グ・コントロール手続きに対する親権者からの同意を得ている者のみエ

ントリーができ、ドーピング検査の対象となった時に、検査員に提出が

できるように携行すること。 

８）本大会参加者は、本大会でおこなわれるドーピング検査（尿・血液等検

体の種類を問わず）を拒否または回避した場合、検査員の指示に従わな

い場合、帰路の移動等で個人的諸事情によりドーピング検査の手続きを

完了することができなかった場合等は、アンチ・ドーピング規則違反と

なる可能性がある。 

９）アンチ・ドーピング規則違反と判断された場合は、日本アンチ・ドーピ

ング規程に基づき制裁等を受けることになるので留意すること。 

１０） 日本アンチ・ドーピング規程の詳細内容およびドーピング検査につ

いては、公益財団法人日本アンチ・ドーピング機構のウェブサイト

（https://www.playtruejapan.org/）にて確認すること。 

１１） 大会に参加するチーム役員、選手、競技役員等は決められた場所以

外での喫煙を除き、全ての会場および周辺で喫煙を禁止する。 

１２） 試合中のサングラス、キャップ、ケガ防止のソックス、防寒のため

のアンダーウェアの着用を許可とする。但し、キャップ、アンダーウェ

アはチーム内で色を統一する。 

https://www.playtruejapan.org/
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２１：関係連絡先 公益財団法人 日本ハンドボール協会 

〒１１５－００５６ 

東京都北区西が丘３－１５－１ 

味の素ナショナルトレーニングセンター内 

ハンドボールテクニカルルーム（担当：原田） 

Mail アドレス：s-harada@japan-handball.jp 

 


